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	入札による
売払い方法
	事前に参加を申込まれた入札参加者に入札書を提出していただき、公社が定めた予定価格以上の入札書のうち、最高額の入札書を提出した方を落札者（買受け予定者）として決定する方法です。
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入札による売払いの概要
１　入札対象財産
売払う入札対象財産は以下のとおりです。詳細については、この応募要領の物件調書をご覧ください。
	入札番号
	入札対象財産
	参考価格（円）

	１
	所在
	静岡市駿河区みずほ1丁目32番地12

（パーソンライフみずほ308号室）
	10,430,000

	
	構造
	鉄筋コンクリート造陸屋根3階建3階部分
	

	
	建築
	昭和62年11月
	

	
	面積
	専有部分現況床面積　60.47㎡
	

	
	間取
	3LDK（和6、洋6、洋4.5、DK9）
	

	
	備考
	· 平成22年3月に内装工事済

· オートロック

· 角部屋
	

	２
	所在
	静岡市葵区緑町4番2

（緑町三和レジデンス102号室）
	12,130,000

	
	構造
	鉄筋コンクリート造陸屋根3階建1階部分
	

	
	建築
	昭和54年11月
	

	
	面積
	専有部分現況床面積　78.71㎡
	

	
	間取
	4LDK（和8、和6、洋6、洋4.5、DK9）
	

	
	備考
	· 平成22年3月に内装工事済

· ペット可
	


（注）参考価格は、入札金額の目安として、周辺の地価公示価格や取引価格等を参考に算出したもので、入札による売却予定価格を示したものではありません。
２　入札参加資格者
原則として、どなたでも参加できます。ただし、入札に参加できない場合もありますので、詳しくは、この応募要領の「入札参加心得書」第3（入札参加資格）をご覧ください。
３　入札参加申込書の受付期間、場所等

入札参加申込書の提出がない場合は入札に参加できませんので、ご注意ください。なお、申し込みに当たっては、この応募要領の入札参加申込書の様式を使用してください。（コピーも可）

(1)　受付期間

平成22年6月25日（金）から平成22年7月16日（金）までの午前9時から午後5時まで(ただし土曜日、日曜日及び祝日を除く)

(2)　受付場所

静岡県道路公社総務部総務課（静岡中央ビル10階）

〒420-0853　静岡市葵区追手町9番18号(TEL 054-254-3421)
(3)　受付方法

持参又は郵送により提出してください（ファクシミリ、電子メールによる受付は行いません）。
郵送による提出の場合は、必ず書留郵便で、受付期間内に受付場所に到着するよう提出してください。
· 郵送の場合、余裕を持って申し込んでください。事故等で届かない場合も考えられますので、締切前に必ず届いたかどうか確認の電話を入れてください。
４　現地説明会
入札対象財産の所在地にて、以下のとおり説明会を開催しますので、できる限り出席してください。

現地説明会希望者は、説明会前日までに総務部総務課（担当：芹澤　電話054-254-3421）まで連絡をお願いします。

	入札番号
	入札対象財産
	説明会の日時

	１
	静岡市駿河区みずほ1丁目32番地12

（パーソンライフみずほ308号室）
	平成22年7月9日（金）
午前10時00分

	２
	静岡市葵区緑町4番2

（緑町三和レジデンス102号室）
	平成22年7月9日（金）
午後02時00分


５　入札日時等

入札に参加できるのは、事前に入札参加申込書を提出した方のみとなりますので、ご注意ください。
なお、入札参加手続の詳細については、この応募要領の「入札参加心得書」をご覧ください。
(1)　入札執行の日時及び場所

	入札番号
	日　　時
	場　　　所

	１
	平成22年7月23日（金）
午後2時00分
	静岡市葵区追手町9番18号

（静岡中央ビル10階）

静岡県道路公社101会議室

	２
	平成22年7月23日（金）
午後2時30分
	


（注）入札執行の日時及び場所をお間違えないように、入札番号と入札対象財産をご確認ください。

(2)　入札方法
本人又はその代理人が、入札書を提出してください。なお、入札書はこの応募要領の入札書の様式を使用してください。
(3)　入札保証金
入札参加を希望する方は、下記金額を、現金（銀行等の金融機関が振り出し又は支払保証をした小切手を含む。）により、下記受付日時に入札執行場所に納めてください。
なお、入札保証金は、落札者以外の方には、入札終了後返還します。

	入札番号
	金　額（円）
	受　付　日　時

	１
	100,000
	平成22年7月23日（金）

午後1時00分から午後1時45分まで

	２
	120,000
	平成22年7月23日（金）

午後1時00分から午後2時15分まで


(4)　入札の無効事由

入札の無効事由に該当しないよう、ご注意ください。なお、詳細は入札参加心得書第9（入札の無効）をご覧ください。
６　落札者と契約手続き

契約手続きの詳細については、入札終了後落札者に個別に説明を行います。
(1)　契約書提出等

落札してから14日以内（土曜日、日曜日を含む）に、公社が定める契約書及び承諾書（この応募要領に添付した静岡県道路公社所有財産売買契約書及び承諾書を参照）を提出していただくとともに、契約保証金として落札価格の10％以上の金額を支払っていただきます。
ただし、契約書の提出についてはやむを得ない理由があると公社が認めた場合は、その期間を延長することができます。

(2)　売買代金の支払い
契約締結から30日以内に、売買代金を支払っていただきます。

ただし、やむを得ない理由があると公社が認めた場合は、その期間を延長することができます。

(3)　契約保証金及び売買代金の振込手数料等
振込手数料、収入印紙代については、落札者の負担となります。
７　所有権移転登記手続き等

売買代金支払後、公社が所有権移転登記手続きを行います。なお、不動産登録免許税及び所有権移転後の公租公課は落札者の負担となります。

８　用途の制限
落札者は買受けた財産を風俗営業等の規制及び業務の適正化に関する法律（昭和23年法律第122号）第2条第1項に規定する風俗営業、同条第5項に規定する性風俗関連特殊営業その他これらに類する業及び暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成3年法律第77号）第2条第2号に規定する暴力団の事務所及び無差別大量殺人を行った団体の規制に関する法律（平成11年法律第147号）第5条に規定する観察処分を受けた団体の事務所の用途で使用することはできないので、ご注意ください。

９　入札不調財産の売払い

入札を実施しても落札者がなかった財産等については、予定価格（落札者が契約を締結しなかった入札対象財産については落札価格）以上の見積金額を最初に提示した方に、当該財産の売払いを行います。

なお、詳細については総務部総務課にお問い合わせください。
(1)　対象財産
①　入札に付したが入札者がない入札対象財産
②　入札を実施しても落札者がなかった入札対象財産

③　落札者が契約を締結しなかった入札対象財産（売買代金未払いにより契約を解除された場合を含む）
(2)　参加資格
入札参加資格のある方であれば、どなたでも参加できます。

（入札に参加しなかった方も参加できます）

(3)　受付方法

この応募要領の見積書に必要事項を記入の上、持参又は郵送により提出してください。（ファクシミリ、電子メールによる受付は行いません）

(4)　受付期間
入札実施日の翌日から平成22年8月31日（火）まで

(5)　売払いの決定方法
入札対象財産の予定価格（落札者が契約を締結しなかった場合については落札価格）以上の見積金額を最初に提示した方（受付順）を売払い相手とします。

(6)　その他
契約手続き等については、入札の項目を参照してください。

10　入札等についてのお問合せ

この入札及び物件についての問い合わせは、総務部総務課へお問い合わせください。

お問い合わせ電話番号　054-254-3421
入札参加心得書
（趣旨）

第１　この心得書には、一般競争入札による静岡県道路公社（以下「公社」という。）所有地の売払いに参加する希望者が守らなければならない事項を定めます。
（入札参加者の責務）

第２　一般競争入札による公社所有地の売払いに参加を希望する者（以下「入札参加希望者」という。）は、この入札参加心得書のほか、一般競争入札による公社所有地の売払い応募要領（以下「応募要領」という。）の記載事項及び現地等を熟知のうえ入札に参加してください。

（入札参加資格）

第３　次に掲げる者は入札に参加することができません。

(1)　公社の役職員とその家族

(2)　当該入札に係る契約を締結する能力を有しない者及び破産者で復権を得ない者
(3)　次の各号の一に該当する事実があった後2年を経過しない者及びその者を代理人、支配人その他の使用人又は入札代理人として使用する者
ア　競争入札において、その公正な執行を妨げた者又は公正な価格の成立を害し、若しくは不正な利益を得るために連合した者

イ　落札者が契約を締結すること又は契約者が契約を履行することを妨げた者

ウ　正当な理由がなく契約を履行しなかった者

エ　ア、イ又はウに該当する事実があった後2年を経過しない者を契約の履行に当たり代理人、支配人その他の使用人として使用した者

(4)　買い受けた公社所有地を、風俗営業等の規制及び業務の適正化に関する法律（昭和23年法律第122号）第2条第1項に規定する風俗営業、同条第5項に規定する性風俗関連特殊営業その他これらに類する業及び暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成3年法律第77号）第2条第2号に規定する暴力団の事務所及び無差別大量殺人を行った団体の規制に関する法律（平成11年法律第147号）第5条に規定する観察処分を受けた団体の事務所の用に供しようとする者
(5)　入札参加申込書を公社が指定する期日までに提出しなかった者
（入札参加申込）
第４　入札参加希望者は、公社が指定する日までに、次の各号に掲げる書類を、総務部総務課に提出してください。なお、指定した日までに必要な書類を提出しなかった者は、入札に参加することができません。

(1)　入札参加申込書

(2)　住民票（外国人の場合は外国人登録済証明書、法人（会社）の場合は法人（商業）登記簿謄本）

２　郵送による申込は、書留郵便で行い、指定した日までに総務部総務課に到着するよう送付してください。

３　ファクシミリ及び電子メールによる入札参加申込書及び関係書類の提出は認めません。

（現地説明会）

第５　入札対象物件の内容を熟知してもらうため、指定する日時に、現地説明会を行いますので、できる限り出席してください。

２　現地説明会では、応募要領に添付した物件調書に基づき、物件の状況を説明します。

３　現地説明会の当日において、天災その他やむを得ない事由が生じたときは、説明会を延期し、又は取り止めることがあります。

（入札時の持参書類等）

第６　入札に参加する者（以下「入札参加者」という。）は、次の各号に掲げる書類を入札参加日に持参してください。

(1)　入札書（応募要領に添付した入札書の様式を使用してください）
(2)　封筒（外から中身が確認できるものは使用できません）
(3)　入札保証金（この入札参加心得書第7に定める金額）
(4)　委任状（代理人が入札を行う場合にのみ必要となります）
(5)　印鑑（本人の場合は本人の印鑑、代理人が入札を行う場合は代理人の印鑑を持参してください）

２　代理人が入札を行う場合は、入札開始前に必ず委任状を提出してください。ただし、1人で2人以上の代理人を兼ねることはできません。

（入札保証金）
第７　入札参加者は、入札保証金として、本要領「入札による売払いの概要」５（３）に記載してある額を、現金（銀行等の金融機関が振り出し又は支払保証をした小切手を含む）により納めてください。

２　入札参加者は、入札開始15分前までに、入札保証金を納めてください。

３　入札保証金を納めた日からその返還を受ける日までの期間について、入札参加者は利息の支払いを請求することができません。

（入札書）

第８　入札書には入札参加者の住所、氏名（法人の場合は所在地、名称及び代表者名）を記入のうえ、押印してください。
２　記入に当たっては黒インクの万年筆又はボールペンを使用してください。

３　金額には算用数字を使用し、最初の数字の前に「金」又は「￥」の文字を記入してください。
４　代理人が入札する場合は、入札書に入札参加者の住所・氏名を記入するとともに（押印は不要）、代理人の氏名を記入し押印してください。
５　入札書は封筒に入れ、封かんし、入札参加者の住所・氏名（代理人の場合は代理人の氏名も併記）を封筒に表記し、公社の担当者の指示に従い、入札会場に設置された入札箱に投入してください。

６　投入した入札書の書替え、引換え又は撤回をすることはできません。
（入札の無効）

第９　次の各号の一に該当する者が行った入札は、無効とします。

( 1)　入札参加資格のない者

( 2)　入札保証金が所定の額に満たない者
( 3)　金額その他の事項につき確認できない記載をした者
( 4)　談合その他不正行為を行ったと認められる者
( 5)　入札対象物件1件につき2人以上の入札をした者
( 6)　自己のほか、他人の代理人を兼ねて入札した者
( 7)　入札対象物件1件につき2人以上の代理人となって入札をした者
( 8)　入札参加者又は代理人の記名押印のない入札をした者
( 9)　鉛筆書きの入札をした者
(10)　金額を訂正した入札をした者
(11)　指定した日時、場所に入札をしなかった者
(12)　郵送、ファクシミリ又は電子メールにより入札をした者
(13)　担当職員の指示に従わず入札した者
(14)　委任状がなく入札参加者の代理人として入札した者
(15)　前各号に定めるもののほか、指示した条件に違反した入札をした者
（開札）

第10　開札は入札参加者の面前で入札終了後直ちに行います。ただし、入札参加者が開札に立ち会わない場合は、入札に関係ない公社職員を立ち合わせて開札します。この場合、異議の申し立てはできません。
（落札者の決定）

第11　落札者は、公社の予定価格以上、かつ、最高金額の入札を行った者とします。

２　公社の予定価格以上、かつ、最高金額の入札を行った者が2以上あるときは、直ちにくじによって落札者を決定します。この場合において、くじを引かない者があるときは、入札に関係ない公社職員に代わりにくじを引かせ決定します。この場合、異議の申し立てはできません。
３　落札者がある場合は、その者の氏名（名称）及び金額を、落札者がない時はその旨を、入札者に直ちに口頭で公表します。
（再入札）
第12　開札の結果、最高金額の入札が予定価格に達しない場合で、入札参加者が再度の入札を希望するときは、直ちに再入札を行います。

２　第9(1)、(2)、(4)、(6)、(7)及び(11)から(15)までのいずれかの理由に基づき無効とされた入札を行った入札参加者は、再入札に参加することができません。

３　初回入札の時に納めた入札保証金をもって、再入札の入札保証金とみなします。

（入札執行の延期）
第13　開札前において、天災その他やむを得ない事由が生じたときは、入札の執行を延期し、又は取り止めることがあります。

（入札保証金の返還）

第14　入札保証金は、落札者以外の入札参加者には、入札保証金を納めた時に発行した預り証と引換えに入札終了後に返還します。

２　落札者には、契約締結後に入札保証金を返還しますが、落札者の申し出により第16に規定する契約保証金の一部に充当することができます。

なお、入札保証金を納めた日からその返還を受ける日までの期間について、利息を付さないものとします。
（契約の締結）

第15　落札者が決定したときは、直ちに落札者に対し、契約の締結について必要な事項を通知します。

２　落札者は、落札の通知を受けてから14日以内（土曜日、日曜日、祝日及び12月29日～1月3日を含む）に契約書を提出しなければなりません。

ただし、やむを得ない理由があると公社が認めた場合は、その期日を延長することができます。
３　落札者が、前項の期限内に契約書を提出しないときは、その落札の効力を失います。

４　前項の場合、入札保証金は公社に帰属し、落札者には返還しません。

（契約保証金）

第16　落札者は契約書を提出する時までに、契約保証金として売買代金の100分の10以上に相当する金額（入札保証金を契約保証金に充当した場合は、その差額となる不足額、且つ、円未満切上げ）を、公社が発行する請求書により振込まなければなりません。（振込手数料は落札者の負担）
ただし、やむを得ない理由があると公社が認めた場合は、その期間を延長することができます。

２　契約保証金は、売買代金支払終了後、落札者に返還しますが、本人の希望により売買代金の一部に充当することができます。なお、契約保証金を支払った日からの返還を受ける日までの期間について、利息を付さないものとします。
（売買代金の支払い）

第17　落札者は、契約締結の日から30日以内（土曜日、日曜日、祝日及び12月29日～1月3日を含む）で公社が指定する期日までに、売買代金（契約保証金を売買代金に充当した場合は、売買代金から契約保証金を控除した額）を、公社が発行する請求書により振込まなければなりません。（振込手数料は落札者の負担）

ただし、やむを得ない理由があると公社が認めた場合は、その期間を延長することができます。

２　落札者が前項の売買代金を指定した日までに支払わない場合は、その日の翌日から支払った日まで売買代金に年利10.75％の割合を乗じて算出した金額を、落札者は延滞利息として支払わなければなりません。

３　落札者が第1項の金額を支払わない場合は、公社は契約を解除することができます。その場合、契約保証金は公社に帰属し、落札者には返還しません。
（所有権移転登記と公租公課）
第18　落札した財産の所有権移転登記手続きは、売買代金支払終了後、落札者の申請により、公社が行います。
２　所有権移転登記手続きに要する不動産登録免許税及び所有権移転後の公租公課等は、落札者の負担とします。

（瑕疵担保責任）
第19　落札者は、この契約締結後、当該物件に面積の不足その他隠れた瑕疵のあることを発見しても売買代金の減額若しくは損害賠償の請求又は契約の解除をすることはできません。ただし、当該契約が消費者契約法の適用を受ける場合については、当該物件の引き渡しの日から2年間は、売買代金の減額又は補修工事のいずれかを請求することができます。

（入札結果の公表について）
第20　入札結果については、入札参加者数、落札の有無、落札金額及び落札者の個人・法人の別（法人にあっては業種を付記する。）を公表することとなります。なお、落札金額については、同意を得た上で公表することとなります。
	収　入

印　紙


静岡県道路公社所有財産売買契約書

　売渡人　静岡県道路公社（以下「甲」という。）と買受人［＊落　札　者］（以下「乙」という。）とは、次の条項により、静岡県道路公社所有財産の売買契約を締結する。

（信義誠実の原則）

第1条　甲及び乙は、信義を重んじ、誠実にこの契約を履行しなければならない。

（売買物件）

第2条　甲は、その所有する次に掲げる物件（以下「当該物件」という。）を乙に売り渡し、乙は、これを買い受けるものとする。
	所在
	

	建物の名称
	

	構造
	

	専有部分面積
	


（売買代金の額）

第3条　当該物件の売買代金の額は、金　［＊落 札 金 額］　円とする。
（契約保証金）

第4条　乙が売買代金を甲の指定する期日までに支払った場合、甲は乙が既に支払済みの契約保証金［＊落札金額の1割以上の額］を乙に返還しなければならない。ただし、乙が契約保証金を売買代金の一部に充当するよう甲に申し出たときは、契約保証金を売買代金の一部に充当することができる。
2　契約保証金には利子を付さない。

3　乙が第5条第1項に規定する義務を履行しないため、第12条第1項の規定により甲がこの契約を解除したときは契約保証金は甲に帰属する。

（売買代金の支払方法）

第5条　乙は、売買代金（前条第1項ただし書きの規定により、乙が契約保証金を売買代金の一部に充当する場合は、充当する契約保証金を売買代金から控除した金額）を甲が発行する請求書により、平成　　年　　月　　日までに、甲が指定する金融機関に振り込まなければならない。ただし、乙が甲の指定する期日までに売買代金を支払いできない特別の事由があり、甲がやむを得ないと認めた場合は、その期日を必要な期間延長することができる。なお、振込手数料は乙の負担とする。
2　乙が前項の売買代金を甲が指定する期日までに支払わなかったときは、その指定する期日の翌日から支払った日まで売買代金に年10.75パーセントの割合を乗じて算出した金額を、延滞利息として甲に支払わなければならない。
（所有権の移転及び登記の嘱託）

第6条　当該物件の所有権は、売買代金を支払終了した日に移転するものとする。
2　所有権移転登記は、売買代金支払終了後、乙の請求に基づき甲が所轄法務局に嘱託して行うものとし、これに要する登録免許税その他の経費は乙の負担とする。

（当該物件の引渡し）

第7条　甲は、当該物件の所有権が乙に移転した後、甲乙双方が定める日に、その所在する場所において乙に引き渡すものとする。
（特則）

第8条　乙は、当該物件を、風俗営業等の規制及び業務の適正化に関する法律（昭和23年法律第122号）第2条第1項に規定する風俗営業、同条第5項に規定する性風俗関連特殊営業その他これらに類する業及び暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成3年法律第77号）第2条第2号に規定する暴力団の事務所及び無差別大量殺人を行った団体の規制に関する法律（平成11年法律第147号）第5条に規定する観察処分を受けた団体の事務所の用に供してはならない。
2　甲は、前項に規定する事項について必要があると認めるときは当該物件について、実地を調査し、又は所要の報告を求めることができる。この場合、乙はその調査を拒み、妨げ、又は報告を怠ってはならない。
（違約金）

第9条　乙が前条第1項に規定する義務に違反したときは、乙は売買代金の3割に相当する金額を、違約金として甲に支払わなければならない。
（公租公課の負担責任）

第10条　所有権移転登記完了後における当該物件の公租公課その他一切の賦課金は、乙が負担しなければならない。
（瑕疵担保責任）

第11条　乙はこの契約締結後、当該物件に面積の不足その他隠れた瑕疵のあることを発見しても売買代金の減額若しくは損害賠償の請求又は契約の解除をすることができないものとする。ただし、当該契約が消費者契約法（平成12年法律第61号）の適用を受ける場合は、甲は、当該物件の引渡しの日から2年間、売買代金の減額又は補修工事のみの責を負うものとする。
（契約の解除等）

第12条　甲乙いずれか一方がこの契約に違反したときは、その相手方は、いつでもこの契約を解除することができる。
2　前項の規定により、この契約が解除されたときは、乙は当該物件を直ちに現状に回復し、速やかに甲に返還しなければならない。

3　第1項の規定により、この契約が解除された場合において、契約違反者がその相手方に損害を与えたときは、契約違反者は直ちにその損害を賠償しなければならない。

4　第4条に規定する契約保証金及び第9条に規定する違約金は、前項に規定する損害賠償の予定又はその一部と解釈しない。
（合意管轄）

第13条　この契約に関する訴訟については、静岡地方裁判所を管轄裁判所とすることに合意する。
　（定めのない事項の処理）
第14条　この契約に定めのない事項については、法令の定めるところによるもののほか、甲乙双方協議の上処理するものとする。
　上記契約の成立を証するため、この契約書2通を作成し、甲乙記名押印の上、各自その1通を所持する。

平成　　年　　月　　日

（甲）静岡市葵区追手町9番18号
静岡県道路公社
理事長　村松　靖則
（乙）

承　　諾　　書

　私は、下記公社所有財産（土地）の買受けにつき、物件調書及び現地を確認のうえ、現況により買受けることを承諾します。

記

	所在
	

	建物の名称
	

	構造
	

	専有部分面積
	


　　平成　　年　　月　　日

　　静岡県道路公社

　　　理事長　村松　靖則　様

　　　　　　　　　　　　住　　　　　所

　　　　　　　　　　　　氏　　　　　名　

　　　　　　　　　　　（名称・代表者名）　　　　　　　　　　　　　　　　印
物　　件　　調　　書（入札番号１）
	一棟の建物の概要
	所在
	静岡市駿河区みずほ１丁目３２番地１２

	
	マンション名
	パーソンライフみずほ

	
	建物の用途
	共同住宅（総戸数２３戸）

	
	建築
	昭和６２年１１月

	
	構造
	鉄筋コンクリート造陸屋根３階建

	
	面積
	建物
	1階518.84㎡　2階507.06㎡　3階507.06㎡

	
	
	土地
	８２８．６７㎡

	
	交通
	ＪＲ東海道本線「安倍川駅」東方約３３０ｍ

	
	教育施設
	長田東小学校から約１．２ｋｍ

長田南中学校から約３８０ｍ

	
	商店
	食鮮館マム生鮮市場みずほ店から約１４ｍ

しずてつストアみずほ店から約２９０ｍ

	
	公共機関
	静岡市役所から約５．６ｋｍ

静岡市駿河区役所から約５．２ｋｍ

	
	設　備
	エレベーター
	無

	
	
	駐車場
	無　ただし近隣に契約駐車場がある（月額6,000円）

	
	
	集会場
	無

	
	
	その他
	駐輪場、オートロック、変電室、地下に受水槽

	
	その他
	新耐震基準に適合（S56.6.1以降に建築のため）
ペット不可

平成22年度に外壁修繕工事を予定（修繕積立金対応）

	専有部分の概要
	建物の名称
	３０８

	
	種類
	居宅

	
	構造
	鉄筋コンクリート造1階建

	
	位置
	階層等
	３階部分の北部分に位置する角部屋

	
	
	方位
	北西向き（採光の方位）

	
	現況床面積
	６０．４７㎡

	
	間取
	間取り
	３ＬＤＫ（和６、洋６、洋４．５、ＤＫ９）

	
	
	バルコニー
	有

	
	仕様
	天井
	クロス貼り

	
	
	床
	畳、フローリング

	
	
	内壁
	クロス貼り

	
	
	設備
	電気、給排水、衛生等

	
	維持管理の状態
	良好（平成２２年３月に内装工事済）

	
	費等管理
	管理費
	月額１４，５２０円

	
	
	修繕積立金
	月額　１，９００円


物　　件　　調　　書（入札番号２）

	一棟の建物の概要
	所在
	静岡市葵区緑町４番２

	
	マンション名
	緑町三和レジデンス

	
	建物の用途
	共同住宅（総戸数１５戸）

	
	建築
	昭和５４年１１月

	
	構造
	鉄筋コンクリート造陸屋根３階建

	
	面積
	建物
	1階281.10㎡　2階279.46㎡　3階279.46㎡

	
	
	土地
	５７６．２４㎡

	
	交通
	ＪＲ東海道本線「静岡駅」から約２．４ｋｍ

しずてつジャストライン安東循環「緑町」バス停150m

	
	教育施設
	横内小学校から約４１０ｍ

東中学校から約８９０ｍ

	
	商店
	しずてつストア北安東店から南東約５６０ｍ

	
	公共機関
	静岡市役所から約２．３ｋｍ

	
	設　備
	エレベーター
	無

	
	
	駐車場
	無（来客用２台分はあり）

	
	
	集会場
	無

	
	
	その他
	駐輪場、物置（敷地内にある簡易構造物）等

	
	その他
	建築物の耐震改修の促進に関する特定建築物には該当しない（延床面積が840.02㎡のため）

平成22年度に外壁修繕工事を予定（修繕積立金対応）
ペットは小さいものならＯＫ。犬でも小型犬なら可。

	専有部分の概要
	建物の名称
	１０２

	
	種類
	居宅

	
	構造
	鉄筋コンクリート造1階建

	
	位置
	階層等
	１階部分の南側部分に位置する中部屋

	
	
	方位
	南西向き（採光の方位）

	
	現況床面積
	７８．７１㎡

	
	間取
	間取り
	４ＬＤＫ（和８、和６、洋６、洋４．５、ＤＫ９）

	
	
	バルコニー
	有

	
	仕様
	天井
	クロス貼り

	
	
	床
	畳、フローリング

	
	
	内壁
	クロス貼り

	
	
	設備
	電気、給排水、衛生等

	
	
	その他
	敷地内の物置（簡易構造物）の利用が可能

	
	維持管理の状態
	良好（平成２２年３月に内装工事済）

	
	費等管理
	管理費
	月額　７，０００円

	
	
	修繕積立金
	月額　８，０００円


一般競争入札（公社所有財産売払い）参加申込書
平成　　年　　月　　日

　静岡県道路公社

　　理事長　村松　靖則　様

申込人　住　　　　　所

　　　　　　　　　　　　　　　氏　　　　　名　　　　　　　　　　　　　　印
　　　　　　　　　　　　　　　(名称・代表者名)
　　　　　　　　　　　　　　　電話番号
　一般競争入札（公社所有財産売払い）に参加したいので、現況及び物件調書を確認のうえ、入札参加を申し込みます。

記

	入札番号
	所　　　　　在

	１
	


※　申込人の住民票（外国人の場合は外国人登録済証明書、法人（会社）の場合は法人（商業）登記簿謄本）を必ず添付してください。
入　　札　　書

平成　　年　　月　　日

　静岡県道路公社

　　理事長　村松　靖則　様

入札者　住　　　　　所

　　　　　　　　　　　　　　　氏　　　　　名　　　　　　　　　　　　　　印
　　　　　　　　　　　　　　　（名称・代表者名）
　　　　　　　　　　　　　　　代理人氏名　　　　　　　　　　　　　　　　印
　下記財産について、入札参加心得書記載事項を承知の上、下記の金額で買い受けたいので、申し込みます。

記

	入札金額
	十億
	億
	千万
	百万
	十万
	万
	千
	百
	十
	円

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


　買受を希望する財産
	入札番号
	所　　　　　在

	
	


（注）1　記入には、黒インクの万年筆又はボールペンを使用し、金額は算用数字で記入し、最初の数字の前に「金」又は「￥」を記入すること。

2　入札金額の訂正は行わないこと。

3　代理人による入札の場合は、代理人の記名押印をすること。

委　　任　　状
　私は、下記財産の買い受けについて、　　　　　　　　　　　　　　　　印　を

代理人と定め、入札に関する一切の権限を委任いたします。

記

	入札番号
	所　　　　　在

	
	


　　平成　　年　　月　　日

　静岡県道路公社

　　理事長　村松　靖則　様

　住　　　　　所
　　　　　　　　　　　　　　　氏　　　　　名　　　　　　　　　　　　　　印
　　　　　　　　　　　　　　　(名称・代表者名)
見　　　積　　　書

（入札不調財産買受け用）

平成　　年　　月　　日

　静岡県道路公社

　　理事長　村松　靖則　様

見積者　住　　　　　所

　　　　　　　　　　　　　　　氏　　　　　名　　　　　　　　　　　　　　印
　　　　　　　　　　　　　　　(名称・代表者名)
　下記財産について、下記の金額で買い受けたいので、申し込みます。

記

	見積金額
	十億
	億
	千万
	百万
	十万
	万
	千
	百
	十
	円

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


　買受を希望する財産
	入札番号
	所　　　　　在

	
	


（注）1　記入には、黒インクの万年筆又はボールペンを使用し、金額は算用数字で記入し、最初の数字の前に「金」又は「￥」を記入すること。

2　見積金額の訂正は行わないこと。

　　※　見積者の住民票（外国人の場合は外国人登録済証明書、法人（会社）の場合は法人（商業）登記簿謄本）を必ず添付してください。
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